
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
！ひっとべデーで

ちょいとお買いもの
（豊栄ひっとべ館）

郷土研修館で
歴史を学ぶ

防災センター
見学

①

②

③

緑が香る　潮が香る　歴史が香るまち

広
報 ８

令和元年８月
No.716

今月号のみどころ
P. ３　串良川が氾濫危険水位を超える　　P. ８　保険証の切り替えについて　　P.18　いなっち通信（町内バスツアー）



伝
統
を
つ
な
ぐ
。

　

な
ご
し
（
夏
越
、
名
越
）
と
は
、「
な

ご
し
の
は
ら
え
、夏
越
祓
」
の
略
で
あ
る
。

　
毎
年
陰
暦
６
月
晦み

そ
か日

に
、
各
神
社
で
行

わ
れ
る
神
事
で
、
参
詣
人
に
茅ち

の
輪わ

を
く

ぐ
ら
せ
て
、
茅ち

ま麻
の
弊へ

い
で
祓
い
浄
め
る
も

の
で
、
邪
神
を
和
め
る
た
め
に
行
う
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
夏
越
の
茅ち

の
輪わ

は
、
神
代
の
昔
、

素す
さ
の
お
の
み
こ
と

盞
鳴
尊
が
民
業
開
発
の
た
め
諸
国
を
巡

歴
さ
れ
た
際
に
、
貧
し
い
蘇そ
み
ん民
将
来
（
南

海
の
貧
人
の
こ
と
）
の
家
で
、
一
夜
の
暖

か
い
待
遇
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
を
非
常
に

喜
ば
れ
、
何
年
か
経
っ
て
再
び
そ
の
家
を

訪
ね
ら
れ
て
、
も
し
天
下
（
世
の
中
）
に

悪あ
く
え
き疫

が
流
行
し
た
ら
茅ち
が
やで

輪
を
作
り
腰
上

に
か
け
蘇
民
将
来
子
孫
の
門
と
書
い
た
札

を
門
に
か
け
て
、
悪
疫
退
散
を
祈
れ
ば
悪

い
病
気
に
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
教
え
ら

れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
参
考
文
献
「
東
串
良
郷
土
誌
」

夏な

越ご

し

祭
ま
つ
り

と
は

　

６
月
30
日
（
日
）、
大
塚
神
社
と

宮
貫
神
社
で
恒
例
の
「
夏
越
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
平
安
時
代
に
も

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
言
い
伝
え

の
あ
る
伝
統
行
事
で
す
。
こ
の
日

は
、
大
塚
神
社
と
宮
貫
神
社
そ
れ

ぞ
れ
の
神
社
で
神
事
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
厄
年
を
迎
え
た
男
性
が

神
輿
を
担
い
で
柏
原
海
岸
ま
で
歩

き
、「
夏
越
祭
」
の
儀
式
を
行
い
悪

疫
退
散
を
祈
り
ま
し
た
。

　

唐
仁
地
区
で
は
、
今
年
新
居
を

建
て
ら
れ
た
ご
家
庭
で
儀
式
と
茅

の
輪
く
ぐ
り
を
行
い
、
悪
疫
退
散

を
祈
願
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い

に
く
の
大
雨
で
し
た
が
、
多
く
の

参
詣
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

『
夏な

越ご
し

祭ま
つ
り

』

茅の輪くぐり 神事の様子（柏原海岸）

新居での神事の様子
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携帯・スマートフォンからも
見ることができます。
・パソコン版
http://www3.doboku-bousai.pref.
kagoshima.jp/

・携帯電話版
http://www3.doboku-bousai. 
pref.kagoshima.jp/mobile/

・スマートフォン版
http://www3.doboku-bousai. 
pref.kagoshima.jp/smart/

携帯電話版

スマートフォン版

　
大
隅
地
方
で
は
記
録
的
な
大

雨
に
見
舞
わ
れ
、
６
月
25
日
か

ら
７
月
３
日
ま
で
の
総
雨
量

が
、
１
，０
０
０
ミ
リ
に
達
し

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
肝
属
川
水

系
で
は
、
軒
並
み
水
か
さ
が
増

し
ま
し
た
。

　
特
に
、
串
良
川
の
豊
栄
橋
付

近
で
は
、
７
月
３
日
午
後
３
時

半
ご
ろ
、
氾
濫
危
険
水
位
の
４

メ
ー
ト
ル
90
セ
ン
チ
に
達
し
、

３
日
午
後
５
時
、
串
良
川
は
あ

と
50
セ
ン
チ
余
り
で
堤
防
を
越

え
る
５
メ
ー
ト
ル
14
セ
ン
チ
の

水
位
に
達
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
４
日
午
前
０
時
ま

で
、
お
よ
そ
９
時
間
に
わ
た
り
氾

濫
危
険
水
位
を
超
え
、
い
つ
大

規
模
な
水
害
が
お
き
て
も
お
か

し
く
な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
堤
防
の
決
壊
な
ど

の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
長
雨
が
続
い
た
場
合
、
川

の
水
位
も
今
ま
で
よ
り
早
く
上

昇
す
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
気
象
庁
の
情
報
や
川
の

水
位
な
ど
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ

ク
し
、
自
ら
の
命
を
守
る
行
動

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◉ポイント！
　行政の避難情報などには
限界があります。住民は「自
らの命は自らが守る」意識
を持って、自らの判断で避
難行動をとり、行政はそれ
を全力で支援するという、
住民主体の取組強化による
防災意識の高い社会の構築
を目指しましょう。

河川の水位情報等の確認方法
　県庁ホームページから、「鹿児
島県河川砂防情報システム」を
利用できます。
　このシステムでは、県内市町
村の気象情報や土砂災害警戒情
報の発表状況や河川の水位情報
も確認することができます。ま
た、これらの情報は、住民皆さ
んの自主避難の判断に活用する
ことができます。

串良川が
およそ９時間にわたり
氾濫危険水位を超える

茅の輪くぐり
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町長の主な動き（６月下旬～７月中旬）

　
７
月
24
日（
水
）
教
育
長
の
辞
令
交
付

式
が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
長
に
は
引
き
続

き
天
神
康
男
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
７
月
24
日
か
ら
３
年
で
す
。

　
６
月
26
日（
水
）、
町
総
合
セ
ン
タ
ー

で
令
和
元
年
度
高
齢
者
大
学
開
講
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
方
々
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
健
や
か
な
長
寿
社

会
作
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、食
や
健
康
、

人
権
に
関
す
る
教
室
な
ど
、
計
８
回
の
講

座
が
計
画
さ
れ
、
今
年
は
84
名
の
方
々
が

受
講
申
込
み
を
さ
れ
ま
し
た
。

辞令交付式 高齢者大学が開講しました！

月　日 行　　　事 月　日 行　　　事
６月22日 東串良漁協総会 ７月1日 社会を明るくする運動

25日 東串良町自衛隊家族会総会 9日 大隅肝属広域事務組合議会／大隅肝属地区消防組合臨時議会

26日 東串良町露地野菜振興会総会 12日 東串良町園芸振興会総会

26日 高齢者大学開校式 16日 串良川クリーン作戦

9月７日 13:50-16:35土

共 催

自らの命は
自分で守る

【問い合わせ先】
一般社団法人
肝属東部医師会
☎（0994-65-0099）

東串良町
肝付町
鹿屋市
大隅肝属地区消防組合
東部消防署
肝付町立
高山准看護学校
肝属東部医師会

東串良町保健センター（東串良町川西1543.）

TEL：0994-63- 3131

14:00～15:30
「地震・津波から命を守る」
講師：井村 隆介 (鹿児島大学准教授)

鹿児島大学 共通教育センター

15:35～16:35
「ＡＥＤを含めた心肺蘇生」
講師：大隅肝属地区消防組合

東部消防署救急隊員

救急蘇生法の実演及び実技指導第2部

写真を
入れてください

13:50～14:00   開会挨拶

令和
元年

2019年

第1部 救急医療講演

●自分や大切な人の命を守るためにも

　 ぜひご参加ください。

入場は無料でどなたでも参加できます。
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まちのHOT NEWS

串良川クリーン作戦第69回 社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域の力～

　

７
月
16
日
（
火
）、
豊
栄

橋
を
中
心
と
し
た
河
川
敷
で

今
年
も
串
良
川
ク
リ
ー
ン
作

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
作
業
は
、
東
串
良
町
・

か
の
や
市
商
工
会
串
良
本
所

の
呼
び
か
け
に
よ
る
も
の
で
、

今
年
は
１
４
０
名
程
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。
北
は
串
良

橋
付
近
か
ら
、
南
は
堅
田
橋

付
近
ま
で
、
今
年
は
豪
雨
の

影
響
で
河
川
敷
に
多
く
の
ゴ

ミ
が
漂
着
し
て
お
り
、
ゴ
ミ

袋
片
手
に
空
き
缶
な
ど
を

拾
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
あ

や
ま
ち
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安

全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　
７
月
は
こ
の
運
動
の
強
調
月
間
で
あ
り
、

７
月
１
日
（
月
）
に
本
町
の
保
護
司
２
名

が
町
長
室
で
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
達
し
、
町
内
各
小
中
学
校
を
訪
問
し
て

啓
発
を
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
東
串
良
町
物
産
館
で
買
い
物

客
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を
配
布
し
な
が
ら
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

短冊に願いをこめて！

　
７
月
５
日（
金
）、
青
葉
保
育
園
年
長
組
の
園

児
13
名
が
手
作
り
の
「
七
夕
飾
り
」
を
持
っ
て
、

役
場
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　
短
冊
に
は
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
な
り
た
い

な
」
と
将
来
の
夢
を
願
う
子
も
い
れ
ば
「
家
族

が
元
気
に
す
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」
と
家
族
思
い

の
心
優
し
い
お
願
い
ご
と
な
ど
、
個
々
の
様
々

な
願
い
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
七
夕
飾
り
は
、
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー
に
か
ざ
ら

れ
、
多
く
の
来
庁
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

町内各学校へ雑巾寄贈！

　

東
串
良
町
母
子
寡
婦
協
議
会

（
会
長
：
岩
元
ミ
チ
子
さ
ん
他
会

員
59
）
の
皆
さ
ん
が
、
福
祉
活
動

の
一
環
と
し
て
、
手
作
り
の
雑
巾

数
十
枚
を
柏
原
小
学
校
・
池
之
原

小
学
校
・
東
串
良
中
学
校
へ
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
母
子
寡
婦
協
議
会
は
、

「
つ
な
ご
う
人
の
輪
、
守
ろ
う
地

球
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
福
祉
施
設

の
清
掃
作
業
や
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
へ
の
参
加
、
各
種
研
修

会
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
母
子
寡
婦
協
議
会
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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１
．�

災
害
を
受
け
た
場
合 

（
規
則
第
２
条
第
１
項
第
１
号
）

　
被
保
険
者
と
生
計
を
一
に
す
る
者
の
前

年
所
得
の
合
計
額
が
１
，
０
０
０
万
円
以

下
の
世
帯
で
、
震
災
、
風
水
害
、
火
災
等

の
災
害
に
よ
り
、
住
宅
に
、
そ
の
残
存
価

格
の
３
割
以
上
の
損
害
を
受
け
た
場
合
。

２
．�

疾
病
、
失
業
等
の
場
合	

（
規
則
第
２
条
第
１
項
第
２
号
）

　
被
保
険
者
と
、
生
計
を
一
に
す
る
者
の

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
３
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
世
帯
で
、
被
保
険
者
等
の
失
業
、

休
業
、
廃
業
、
疾
病
、
負
傷
等
に
よ
り
、

当
該
年（
今
年
）
の
所
得
金
額
が
前
年
に

比
べ
て
５
割
以
下（
半
分
以
下
）
に
減
少

す
る
と
推
定
さ
れ
る
場
合
。

	

３
．申
請
に
つ
い
て

　
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
書
類
を
添

え
て
納
期
限
７
日
前
ま
で
に
役
場
窓
口
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○	

減
免
申
請
書（
税
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

○	

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明

す
る
書
類

　
・
り
災
証
明
書

　
・
診
断
書　

　
・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証　
な
ど

４
．�

減
免
の
取
消
に
つ
い
て�

（
規
則
第
４
条
）

　
下
記
に
該
当
す
る
と
き
は
、
減
免
を
取

消
し
、
減
免
に
よ
り
逃
れ
た
保
険
税
を
徴

収
し
ま
す
。

○	

資
力
の
回
復
そ
の
他
事
情
の
変
化
に
よ

り
、
減
免
が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場

合
。

○	

偽
り
の
申
請
、
そ
の
他
不
正
の
行
為
に

よ
っ
て
減
免
の
措
置
を
受
け
た
と
認
め

ら
れ
る
場
合
。

　
　	

役
場
税
務
課	

☎
６
３

－

３
１
０
９（
直
通
）

問

国民健康保険税の減免制度のご案内
　災害で家屋等に大きな損害を受けた場合や、失業・事業
廃止又は疾病で保険税を納めることができなくなってし
まったときには、国民健康保険税条例第26条第１項第１
号による減免措置があります。

軽減又は減免の割合

前年中の合計所得金額 ３割以上
５割未満の損害

５割以上の
損害

500万円以下の場合 ２分の１ 全部

500万円を超え
750万円以下の場合 ４分の１ ２分の１

750万円を超える場合 ８分の１ ４分の１

軽減又は減免の割合

前年中の合計所得金額 ３割を超え
５割以下の場合 ３割以下の場合

100万円以下の場合 ２分の１ 全部

100万円を超え
200万円以下の場合 ４分の１ ２分の１

200万円を超え
300万円以下の場合 ８分の１ ４分の１
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非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
保
険
税
の

軽
減
措
置
と
は
…

　
勤
め
て
い
た
会
社
が
倒
産
し
た
り

解
雇
さ
れ
る
な
ど
、
自
ら
望
ま
な
い

形
で
離
職
さ
れ
た
方（
非
自
発
的
失

業
者
）
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
、
一
定
期
間
軽
減
し
ま
す
。

軽
減
の
対
象
と
な
る
方
…

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

が
対
象
で
す
。

●	

失
業
・
離
職
日
に
お
い
て
65
歳
未

満
で
あ
る
こ
と
。

●	

雇
用
保
険
の「
特
定
受
給
資
格
者
」

ま
た
は「
受
給
資
格
を
有
す
る
特

定
理
由
離
職
者
」で
あ
る
こ
と
。

●	

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
以
下
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
。（
表
参
照
）

軽
減
内
容
…

　
対
象
者
の
前
年
の
給
与
所
得
金
額

を
30
／
１
０
０
と
み
な
し
て
、
国
民

健
康
保
険
税
の
算
定
を
行
い
ま
す
。

※	

給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
つ
い
て

は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

※	

給
与
所
得
が
な
い
場
合
や
、
住
民

税
が
未
申
告
の
場
合
は
軽
減
さ
れ

ま
せ
ん
。

軽
減
期
間
…

　
離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間

例
）	

離
職
年
月
日
が
令
和
２
年
３
月

31
日
の
場
合

　
　

	

軽
減
期
間
：
令
和
２
年
４
月
か

ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の

期
間

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
役
場
税
務

課
へ
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
の

添
付
が
必
要
で
す
。
紛
失
し
た
場
合

は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
て
再
交
付

ま
た
は
、
証
す
る
書
類
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※	

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
33
万
円

以
下
の
方
に
つ
い
て
は
、
保
険
税

額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

	

６
３

－

３
１
０
９	

（
内
線
１
３
３
）

問

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る

保
険
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

令和元年度 肝属地区環境ふれあい館
中期講座募集案内

対象コード 離　職　理　由
特定受給資格者 11・12・21・22・31・32 倒産・解雇など事業主の都合により離職
特定理由離職者 23・33・34 雇用期間満了などで離職

表：離職理由コード

【中期講座】
月 日 曜日 講　　座　　名 時　間 対 象 定 員 材料費 申込期限

９

４
18 水 帯をリメイク　～帽子作り（２回講座）～ 9：30～12：00 大人 ８人 一部材料費

あり ８/18(日)13
27 金 古布をリメイク

～ジーンズ再利用でバッグ＆小物（２回講座） 9：00～11：30 大人 ８人 一部材料費
あり

14
15

土
日

ワークショップ　敬老の日のプレゼント作り
～フォトフレーム作り～ 9：30～15：00 大人・

親子 10組 無料 当日受付

20 金 第４回ふれあい館まつりの配布用エコバック作り
～協力してくださる方一緒にバック作りませんか！～ 9：30～15：00 大人 10人 無料 ８/18（日）

10月27日（日） 第４回　環境ふれあい館まつり
リサイクル品販売会、フリーマーケット、クイズラリー、新鮮野菜、軽食販売等（予定）

11
８
22 金 古布をリメイク　～干支『ねずみ🐭』を作る！ 9：00～11：30 大人 ８人 一部材料費

あり 10/20（日）
13 水 初心者歓迎：リメイク小物作りの集い  ～袱

ふく
紗
さ

作り～ 9：30～15：00 大人 10人 無料

＜申し込み方法＞
　直接来館、または電話・ＦＡＸにて承ります。
　応募者多数の場合は、締め切り後に抽選となります。
　締切日を過ぎても定員に満たない講座に関しては、引き続き受付けいたします。
■ 上記以外にも、随時受付のリサイクル講座や出張講座等もありますので、 

遠慮なくご相談お問い合わせください。

肝属地区環境ふれあい館
鹿屋市串良町下小原3893番地８
☎62-8101 FAX 62-8102

お問い合わせ先
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８０２０達成者募集
　東串良町では、80歳以上で、20本以上ご自分の歯（親知らずを除く）をお持ちの元気な高齢者（8020
達成者）を表彰しています。
　今年度もこの8020の達成者を募集します。該当される方はぜひお知らせください。
　8020を達成された方は、高齢者福祉大会で表彰させていただく予定です。

★応募資格：80歳以上の方で、自分の歯を20本以上お持ちの元気な方
★応募方法：福祉課国保保健衛生係までご連絡ください（電話可）。
　● 後日、町内の歯科医院（重久・吉留歯科医院）で口腔内チェック（無料）を受けていただきます。
★募集期間：令和元年７月１日（月）～８月30日（金）まで

「国民健康保険被保険者証」・「後期高齢者医療被保険者証」の切り替えについて
　 「国民健康保険被保険者証」・「後期高齢者医療被保険者証」（保険証）は、令和元年７月31日に有
効期限を迎え、令和元年８月１日より新しい保険証に切り替わりました。
医療機関等を受診される際は、新しい保険証をご提示ください。

【お問い合わせ先】役場福祉課　国保保健衛生係　　☎６３－３１０３

薄い緑色

【国民健康保険一般・退職被保険者用】

薄い青色

【後期高齢者医療被保険者】

新しい
保険証

薄い紫色

【国民健康保険一般・退職被保険者用】

薄いあずき色

【後期高齢者医療被保険者】

有効期限
（平成31年（令和元年）

７月31日）

の切れた
保険証

　新しい保険証は、有効期限が令和２年７月31日となります。
　ただし、令和元年７月31日までの間に70歳に到達する方及び退職被保険者で65歳に到達する方は、
誕生月の月末が有効期限（退職被扶養者の方は、退職被保険者の方の誕生日の月末が有効期限）となります。
　なお、令和元年度以前の国民健康保険税に滞納がある方については期限を付した保険証を交付して
いますので、保険料納付後、更新をしていただきますようお願いします。

　有効期限の切れた保険証は、破棄はせずに、保険証交付時に同封した、保険証返信用封筒に入れて、
郵便ポストへ投函してください。切手の貼付は不要です。
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◆東串良町老人クラブ連合会　女性委員友愛活動
　６月７日（金）、町老連女性委員の方々が大雨の中、池之原小学校と柏原小学校をそれぞれ訪問され、児童
たちに「家庭科の授業で使ってください。」と、手作りの針刺しをプレゼントされました。
　この針刺しは、旧会員の女性委員の方が手作りし寄付されており、毎年（今年で23年目）両小学校の５年生
の児童たちにプレゼントしています。
　児童たちは色とりどりの針刺しを手に「かわいい。ありがとうございます。大切に使います。」と感謝していました。

▼柏原小学校 ▼池之原小学校

◆令和元年度  町老連  第１回ゲートボール大会
　６月21日（金）、屋内ゲートボール場で令和元年度東串良町老人クラブ連合会第１回ゲートボール大会が開
催されました。当日は４チーム19名が参加し手に汗握る熱戦を繰り広げました。成績は以下のとおりです。

技能講習のご案内
対象者：60歳以上でシルバー人材センターに入会し社会に貢献できる方

新規入会希望者を対象としています。
シニア世代は時代を変える貴重な戦力「銀の卵」です。
技能講習では就業に必要な知識・能力を身につけることができます。
働く意欲のある皆さん、是非この機会にチャレンジしてみませんか！？

受講料無料
資格の有無は
問いません

開　催　地 講習名 実施期間 講習日数 会　　場 定員 締切日
東串良町・肝付町 農業支援講習 9/9 ～ 9/11 ３日間 東串良町総合センター 10名 8/26

令和元年度  高齢者活躍人材確保育成事業【厚生労働省委託事業】

優勝　唐仁チーム　　準優勝　新川西チーム　　３位　川西チーム

東串良町老人クラブ連合会活動

最寄りのシルバー人材センターへお問い合わせください　　【お問い合わせ先】東串良町…☎６３－５４０１
公益社団法人 鹿児島県シルバー人材センター連合会

〒890-0053　鹿児島市中央町９－１  鹿児島中央第一生命ビル８Ｆ　☎０９９－２０６－５４２２　ＦＡＸ  ０９９－２０６－５４１０

60歳以上の方の
就業を応援します。
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受け付けています★

受診することができます

★医師会健康診査の追加申込を

特定健康診査は医療機関で

　今年も暑い季節になりましたが、皆さま、体の調子は万全で
しょうか？
　現在、福祉課 国保保健衛生係では、９月と11月の医師会健
康診査の追加申込みを受付けております。まだ申込がお済みで
ない方は、７月に振興会文書発送いたしました、「医師会健診・
医師会個別健診の実施について」の通知文書をご覧になり、下記
まで申込書を提出されるか、電話で申込みください。
　身体の不調のサインはなかなか出てこないものです。日頃か
ら『元気』と感じている皆さまにこそ、年に１回の特定健康診査
を受けていただいて、健診結果を身体のメンテナンスに役立て
ていただきたいと思います。

　９月と11月の医師会健康診査の日程で、都合の悪い方は個別
に医療機関で特定健康診査を受診することができます。仕事や
育児、介護等で医師会健康診査を受診できない場合も、ご自身
の都合の良い日に、肝属東部医師会や鹿屋市医師会の医療機関
で受診できます。

（※個別健診の詳細については、７月の振興会文書発送で通知し
ました「医師会健診・医師会個別健診の実施について」をご覧く
ださい）
　個別健康診査は８月から始まっていますので、希望される方
は福祉課 国保保健衛生係まで申込書を提出されるか、電話で申
込みください。

年に１回、
健診に行っど！

個別健診の医療機関との
日程調整は、役場にて
行います。この機会に
是非申込みください♪

【問い合わせ・申込み先】役場福祉課　国保保健衛生係　　☎６３－３１０３（内線１２８）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
員 

（
常
勤
パ
ー
ト
）を
募
集
し
ま
す

■
募
集
人
員
＝
2
名

■�

勤
務
日
＝
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日

は
除
く
）

　

�

東
串
良
町
立
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園

の
修
学
日
に
準
じ
た
勤
務

■�

勤
務
時
間
＝
午
前
8
時
15
分
～
午
後

4
時
45
分
ま
で

　

�（
休
憩
時
間：午
後
０
時
～
午
後
１
時
）

■�

勤
務
内
容
＝
学
校
給
食
調
理
全
般
・

給
食
運
搬
車
助
手
等

■
雇
用
賃
金
＝
日
額
：
６
，８
０
０
円

■
雇
用
契
約
＝
２
ヶ
月
更
新

■�

昼
食
＝
給
食（
月
額
４
，
３
０
０
円

実
費
負
担
）

■�

募
集
期
間
＝
随
時
受
付（
履
歴
書
を

左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
提
出
）

■�

募
集
要
件
＝
満
60
歳
未
満
で
健
康
な
方

　

�

腸
内
細
菌
検
査（
検
便
）が
陰
性
の
方�

（
雇
用
の
前
に
実
施
し
ま
す
。
以
降

２
週
間
毎
に
実
施
）

■�

保
険
制
度
＝
社
会
保
険・雇
用
保
険・

有
給
休
暇
有
り

※�

午
前
勤
務
ま
た
は
午
後
勤
務
の
み
も

対
応
い
た
し
ま
す

　
　

�

〒
８
９
３

－

１
６
１
３

　
　

�

肝
属
郡
東
串
良
町
川
西
１
９
３
番
地�

東
串
良
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場�

担
当�

上
野　
☎
６
３

－

１
０
５
１

問

102019. ８ 広報



　待ちに待った夏休み。自由研究
を何にしようかとお困りではない
でしょうか？
　大隅広域観光開発推進会議で
は、指宿市・南九州市と連携して、
観光の視点から自由研究の一助と
なるようガイドを作成し、あわせ
て、大隅半島や指宿地域にある宝
箱を探すスタンプラリーを実施し
ます。
　宝箱設置施設６箇所にあるスタ
ンプを集めると、薩摩半島や大隅
半島にある協力施設で100円の割
引きチケットが使えるほか、抽選
で85名様にニンテンドースイッチ

や人気キャラクターグッズなど素敵な賞品が当たります。
　今年の夏は、自由研究を通して自分のまちや、異なる地域の魅力を感
じてみませんか。
※ 100円の割引きチケットは予算がなくなり次第終了となります。

▼期間／７月20日（土）～９月30日（月）
▼場所／大隅地域、指宿市、南九州市
▼対象／小学生以上
▼参加方法
① 道の駅や観光案内所等に設置してい

る自由研究おたすけガイドの冊子を
入手する

② テーマを決めて自由研究のノートを
作り、探検（調査）に出掛ける

③ 探検しながら６箇所の宝箱を探し、
スタンプを集める

④ スタンプを集めたら、アンケートに答
えて抽選に応募する

※ アンケートは、協力施設に提出して
ください。

⑤ 感想や研究内容をまとめる（自由研
究に活用）

　　 大隅広域観光開発推進会議 
☎３１－１１２１

問

25％もお得なプレミアム付商品券
非課税者分の申請受付を開始しました。

2019年度の住民税（均等割）が課税されていない方
ただし、下記に該当する方は除きます。
・ 住民税が課税されている方に
扶養されている方（生計を一にする配偶者、扶養親族等）
・生活保護の受給者等

非課税者分対象者
おひとりにつき、
最大2.5万円分の商品券を
２万円で購入できます。

対象（予定）者へは7月中旬にご案内をお届けしました。

商品券を利用できる店舗を募集しています。

お問合せ先： 63-3122（役場 企画課商工振興係）

◯7月22日（月）～7月26日（金）の受付期間に申請できなかった方のうち、申請希望の方はお早めに
役場企画課までお越しください。

※概要は広報誌７月号にも掲載し ています 。

◯申請前にご案内の内容をよくご確認ください。

募集期間 主な店舗要件

令和元年８月１６日（金）まで
令和元年７月２６日（金）から

利用店舗のお申込みは東串良町商工会へ ☎ ６３－６５５４

東串良町内の店舗等
※使用外の商品（たばこ等）のみを扱う店舗は申込み不可。
※詳細はお問い合わせください。

自由研究と宝箱探しスタンプラリー
指宿・

南九州、大隅
半島をぐる～りまわろう!!
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７
月
３
日
に
国
内
で
初
め
て
ツ
マ
ジ
ロ
ク

サ
ヨ
ト
ウ
が
確
認
さ
れ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

中
心
に
鹿
児
島
県
内
各
地
で
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
７
月
16
日
に
被
害
調
査
を
行

い
ま
し
た
が
、
一
部
、
発
育
途
中
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
に
食
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
稲
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
野
菜
等
を
食
害
す

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
今
後
（
８
月
以
降
）

作
付
け
を
行
う
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

〇�

前
作
で
本
害
虫
に
よ
る
被
害
が
あ
る
場
合

は
、
早
め
の
刈
取
を
行
い
、
害
虫
が
土
壌

中
に
さ
な
ぎ
の
形
態
で
残
存
す
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
複
数
回
の
耕
耘
を
行
い
、

残
存
害
虫
を
駆
除
し
て
か
ら
播
種
を
す
る
。

ま
た
、
次
作
の
作
付
け
ま
で
に
期
間
の
あ

る
場
合
は
、
プ
ラ
ウ
耕
で
土
を
反
転
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
幼
虫
や
さ
な
ぎ
を
地
中

深
く
に
埋
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
防
除
効

果
が
高
く
な
り
ま
す
。

〇�

発
芽
後
の
柔
ら
か
い
新
葉
期
～
生
育
初
期

は
、
成
虫
の
産
卵
・
幼
虫
の
食
害
に
好
条

件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
早
期
発

見
に
努
め
、
薬
剤
防
除
を
行
う
。

〇�

収
穫
後
は
食
害
の
無
か
っ
た
場
合
で
も
、

念
の
た
め
、
ほ
場
に
落
ち
た
幼
虫
や
土
中

の
さ
な
ぎ
の
駆
除
を
目
的
と
し
て
、
直
ち

に
複
数
回
の
耕
耘
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
は
年
に
４
～
６
世

代
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
ん
延
防
止
の

た
め
し
っ
か
り
と
防
除
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
本
害
虫
に
よ
る
被
害
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
直
ち
に
役
場
農
林
水
産
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。�

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
の

食
害
に
注
意
を
！

元
気
な
ま
ち
の
　
　
　
　
　 

情
報

【お問い合わせ先】
役
場
農
林
水
産
課 

☎
６
３

－

３
１
２
３

大
隅
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課 

☎
５
２

－

２
１
４
４

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協　

東
串
良
支
所 

☎
６
３

－

２
５
２
５

農
政

経
済

生涯産卵数は最大1,000個

飛翔距離が長い

幼虫の体長は1.7 ～ 4.0㎝

幼虫の食害状況（トウモロコシ）

網目模様
幼虫の頭部の
淡色部は逆Ｙ字状
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※頭数は入場頭数、（　）数は売却頭数です。なお、価格は消費税抜きです。　８月セリ市は８月19日～ 21日の予定です。

頭数（頭） 最高価格（円） 平均価格（円） 前月比（円） 平均体重（kg）

雌
町 60（42） 1,022,000 671,783 △ 23,257 276
郡 664（506） 1,509,000 686,343 16,001 281

去
勢

町 54（53） 1,003,000 792,352 12,579 305
郡 628（578） 1,172,000 784,403 3,241 312

計
町 114（95） 1,022,000 728,895 △ 16,985 290
郡 1,292（1,084） 1,509,000 734,007 7,771 296

７月子牛セリ市成績表（本人申告も含む）肝属中央家畜市場（７月17日～ 19日）

　
今
年
度
は
左
記
の
と
お
り
募
集
を
行
い
ま

す
。
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
採
捕
者
数
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

の
採
捕
者
数
の
範
囲
内
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
新
規
の
申
請
者
が
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
令
和
元
年
９
月
８
日（
日
）～

●
申
請
窓
口
＝�

組
合
事
務
所�

東
串
良
町
川
東
３
４
１
４

　
　
東
串
良
町
し
ら
す
う
な
ぎ
採
捕
組
合

　
　
組
合
長　
立
石
道
雄

　
　
☎
０
９
０

－

４
９
８
３

－

８
７
４
１

９
月
８
日
よ
り
受
付
開
始
！

特
別
採
捕
許
可
新
規
申
請
に
つ
い
て

問

広
　
告

東串良町新川西4891

初
め
ま
し
て
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
び
る
で
す
！
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国民年金付加年金制度とは…
　国民年金の一般保険料に加えて付加保険料（月々 400円）を納めると老齢基礎年金
に付加年金が上乗せされます。付加年金の年金額は、「200円×（付加保険料納付月
数）」です。
　例えば、付加保険料を20年間（240月）納めた場合、200円×240月＝48,000円
が将来受け取る年金の年額に上乗せされます。

　役場住民課またはお近くの年金事務所でお手続きできます。
　印かんをお持ちのうえ、窓口までお越しください。

　付加保険料は申出した月分からお支払していただくこととなります。
月々の保険料を納付書で納める場合
　後日納付される付加保険料込の納付書でお近くの金融機関やコンビニエンスストア等で納めて
ください。
国民年金保険料を前納で納付済みの場合
　後日送付される付加保険料の納付書でお近くの金融機関やコンビニエンスストアで納めてくだ
さい。
月々の保険料を口座振替（クレジット）で納める場合
　ご指定の口座から、付加保険料込の金額が引き落としされます。
　ただし、金融機関等への手続きの関係で、申出後１か月から２か月は付加保険料の納付書でお
近くの金融機関やコンビニエンスストア等で納めていただく場合もございます。

・保険料免除の承認を受けている期間は付加保険料を納めることはできません。
・定額保険料を納めていなければ、付加保険料を納めることはできません。
・付加保険料の納期限は、翌月末日（納期限）と定められております。
・納期限を経過した場合でも、期限から２年間は付加保険料を納めることができます。
・ 付加保険料を納付することを希望しない場合は、付加保険料納付辞退申出書の提出が必要となります。
・国民年金基金に加入している方は付加保険料を納めることはできません。
・ 月末が土日、祝日等にあたる場合及び年末の納期限は、翌月最初の金融機関等の営業日となります。

お手続きについて

付加保険料の納め方

付加保険料を納める際の留意点

役 場 住 民 課 　 年 金 係　☎ 63-3102（内線105）

鹿屋年金事務所  お客様相談係　☎ 42-5121（プッシュボタン①→②）
※予約制となっておりますので、来所される前に必ず電話予約をお願いします。

お問い合わせ先

国民年金付加年金制度のお知らせ
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＞＞＞活用してみませんか？

東串良町人づくり研修事業補助金
◆東串良町人づくり研修事業補助金とは？

「東串良町人づくり研修事業補助金」とは、活力とうるおいに満ちた町づくりをめざし、産業・
福祉・教育文化等の振興を図るため、その担い手となる町民の国内、国外研修等の事業に係る必
要な経費に対し、予算の範囲内において補助金を交付する制度です。

【お申込み・お問い合わせ】 東串良町教育委員会 社会教育課 ☎６３－３１３４

◆対象となる事業とは？

①優れた後継者づくり、人づくりを目的とした修学・研修。
②優れた後継者づくり、人づくりが十分期待できる修学・研修。
③町の活性化を図り、かつ、リーダー育成のための活動が期待できる修学・研修。
④国内、国外のホームステイや交流により、将来、町のリーダーとしての務めを十分に果たし得る修学・研修

この補助金は審査会などを経るため、時間を要します。

お早めに教育委員会社会教育課へご相談ください。

≪東串良町のリーダー・後継者育成のために≫

　鹿児島県では、8 月を「人権同和問題啓発強調月間」と定め、様々な人権啓発活動を実施します。
　本町でもこの期間を、人権について改めて考える機会にしたいと思います。
　私たちの社会には、同和問題をはじめ、女性、子ども、高齢者等への差別、インターネット上での
悪質な書き込みなど様々な人権問題が、依然として存在しています。
　さらに、最近では、ＬＧＢＴなどの性的少数者への偏見や差別も顕在化してきています。
　人権問題を解決するためには、誰もが人権問題を正しく理解し、人権の意義や人権尊重の重要性に
ついて正しい認識を持つことが必要です。
　自分の大切さとともに、他の人の大切
さを認め、お互いの人権を尊重し、偏見
や差別の無い人権の尊重される明るい社
会の実現を目指しましょう。
　この機会に、皆さんも身近なことから
人権について考えてみませんか。

お問い合わせ先
県庁人権同和対策課　☎ 099-286-2574　　役場住民課　戸籍係　☎ 63-3102

８月は人権同和問題啓発強調月間です。
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幼・保・小・中の連携
園・学校・家庭・地域の連携
地域の教育力を生かして

～ 第４６回 ～

御理解・
緑が香る 御協力をお
潮が香る 願いいたし
歴史が香るまち ます。

町内２小１中の
教育課程を揃える
小中一貫教育の推
進に取り組みます。

義務教育９年間 ○ １家庭に１枚
で「ふるさと東串 ○ 幼稚園・保育 趣味や経験を
良」を担う児童生 園から中学校 生かして，子供 小４～中２の児
徒の健全育成に努 まで，全御家 たちと交流なさ 童生徒が，希望す
めます。 庭に配布しま いませんか。 る郷土芸能を，各

そのために，児 す。 調理・農業・ 地域で習います。
童生徒間や教職員 ○ 御希望なさる 園芸・裁縫・書 小３までの希望
間の交流や研修機 方へ差し上げ 道・絵画・水泳 者も参加できま
会を更に充実して ます。管理課 ・音楽・昔の遊 す。
いきます。 へ御連絡くだ び等

さい。

○ 平成２８年度の主な教育委員会主催行事（学校関係分 ※ 予定）
・ ７月２６日（火）小学校水泳記録会（会場：池之原小）
・ ８月 ３日（水）ルーピン少年の主張発表大会・教育実践発表会
・１０月１２日（水）小学校陸上記録会
・１０月２５日（火）就学時健康診断
・１０月２８日（金）小・中学校音楽会
・１２月 ７日（水）小学校英語活動発表会・中学校英語スピーチ大会

東串良町教育委員会（役場３階）

管理課 ６３－３１３３ 主に学校教育・就学相談など
社会教育課 ６３－３１３４ 主に社会教育・家庭教育など

子育てポスター
第３土曜日は

地域とふれあう日
鹿児島県モデル地区指定
小中一貫教育推進事業

学校応援団

地域で育む「東串良の子育て」
平成２８年度も

一層の充実に努めてまいります。

こんにちは。
教育委員会です。

～　第83回　～

教育活動の紹介　～東串良町立池之原小学校～
　池之原小学校は、創立127周年
の歴史と伝統のある学校です。校
庭には、ケヤキとイチョウの２本
の大木があり、池之原小学校のシ
ンボルツリーとなっています。樹
齢110年を越えるケヤキは幹の周
り約５ｍ、高さ20ｍ程で、町の
文化財に指定されており、地域の
方々の誇りとなっています。
　本年度は、51名の新入生を迎え、全校児童306名、14学級となり、

「はばたけ けやきっ子」を合言葉に“いつも活気のある元気な池之原の
子”を目指しています。
　本校では、保護者や地域の皆様のご支援・ご協力をいただきながら、豊かな心を持ち、心身ともに
健康でこれからの時代をたくましく生き抜く個性豊かな児童の育成のために、日々取り組んでいます。
今後も一人ひとりを大切にした教育の推進をめざし、全職員が一丸となって子どもたちのために頑張
ってまいります。今後とも、皆様の変わらぬご支援、ご協力をいただきますよう、よろしくお願い申
し上げます。

幼・保・小・中の連携
園・学校・家庭・地域の連携
地域の教育力を生かして

授業の様子

水泳学習支援

平和の読み聞かせ

朝のあいさつ運動

体力作り

ミシン学習支援

PTA愛校作業

稲刈り体験活動

主に学校教育・就学相談など
主に社会教育・家庭教育など

教育活動の様子

学校応援団との連携

ＰＴＡとの連携

コミュニティ協議会との連携
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是非、見学にいらしてください。
首都圏の中高生と意見交換しましょう！

企画：“ 東串良SUMOU! ! チャレンジ ” 審査会
日時：令和元年８月25日（日） 13：00 ～ 15：00
会場： 東串良町保健センター２階（町役場となり）　東串良町川西1543
見学：事前申込み不要　※自由参加です。

＜当日のスケジュール＞
12：30 ～ 受付　　※受付にて資料をお受け取りください。
13：00 ～ 14：30 首都圏生徒代表者３名による発表
 発表内容：東串良町に住んでもらうための政策提案
14：30 ～ 15：00 審査＆表彰
15：00 ～ 17：00 懇親会（同会場にて発表者との意見交換会）
 ※飲み物、お菓子などをご用意致します。

役場企画課　企画広報係（地域おこし協力隊　担当： 山田）　☎63-3122

“東串良ＳＵＭＯＵ！！チャレンジ”
首都圏の中高生が考える

「東串良町に住むための」政策アイデアコンテスト
～ 開催のお知らせ ～

2019年度第１回

地域課題に取り組む首都圏の中高生たち
“ 課題は宝だ！” をスローガンに、課題を宝に変えて地域活性化に挑みます！
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　   東串良町地域おこし協力隊　いなっち通信　　Facebook [@higashikushira]

Facebook [@higashikushira] 東串良町地域おこし協力隊

町
民
向
け
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

　
６
月
19
日（
水
）、
唐
仁
地
区
の
高

齢
者
を
対
象
に
町
内
を
巡
る
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
声
に「
町
広
報
誌
で
町

の
新
し
い
取
組
等
の
記
事
を
見
て
、

実
際
の
現
場
に
行
き
た
い
と
思
う
が
、

交
通
手
段
や
体
力
の
面
で
な
か
な
か

難
し
い
」
と
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に

応
え
る
形
で
企
画
し
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
の
行
程
は
、
唐
仁
古
墳
群
・

柏
原
松
林
・
防
災
セ
ン
タ
ー
・
定
住
促

進
住
宅
地
を
見
学
、
豊
栄
ひ
っ
と
べ

館
と
物
産
館
で
買
い
物
、
郷
土
研
修

館
で
昼
食
、解
散
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

　
こ
の
日
は
雨
だ
っ
た
の
で
、
大
塚

神
社
を
歩
く
予
定
を
変
更
し
、
郷
土

研
修
館
で
唐
仁
古
墳
群
の
解
説
を
聞

き
ま
し
た
。
柏
原
の
松
林
で
は
、
新

し
く
設
置
さ
れ
た
相
撲
場
の
屋
根
、

遊
具
、
避
難
ス
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
担

当
職
員
が
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
松
林
が
こ
ん
な
に
綺
麗
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
実
際

に
見
た
か
ら
感
じ
ら
れ
る
こ
と
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
安
留
の

防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
の
防
災
の

取
組
に
つ
い
て
学
び
、
定
住
促
進
住

宅
地
を
車
窓
か
ら
見
学
し
な
が
ら

豊
栄
ひ
っ
と
べ
館
に
向
か
い
ま
し
た
。

毎
月
第
3
水
曜
日
の
物
販
イ
ベ
ン
ト

「
ひ
っ
と
べ
デ
ー
」に
合
わ
せ
て
ツ
ア

ー
を
組
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
ひ
っ
と

べ
会
の
み
な
さ
ん
も
ツ
ア
ー
参
加
者

の
来
場
を
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
の
で
、「
ケ

ガ
な
く
終
わ
る
こ
と
」「
時
間
通
り

に
進
め
る
こ
と
」「
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
」を
意
識
し
ま
し
た
。
ツ

ア
ー
後
に
は
参
加
者
か
ら「
小
さ
な

町
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
案
外
広
い

と
感
じ
た
」「
知
ら
な
い
間
に
町
が

変
っ
て
い
て
驚
い
た
」「
ま
た
連
れ

て
行
っ
て
欲
し
い
」と
い
う
あ
り
が

た
い
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
さ
ら
に
充
実
し
た
ツ
ア
ー
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

町
内
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
ご
案
内（
高
齢
者
向
け
）

　
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
順
次
町
内
各
地

の
高
齢
者
の
皆
様
を
ご
案
内
し
ま
す
。

参
加
募
集
の
お
知
ら
せ
は
、
本
誌
で

行
い
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下

の
通
り
。

▼
開
催
日（
予
定
）9
月
18
日（
水
）

　
対
象
地
区　
池
之
原
、川
西
、溜
水

　
募
集
期
間　
８
月
15
日
～
28
日

▼
開
催
日（
予
定
）11
月
20
日（
水
）

　
対
象
地
区　

�

新
川
西
全
域
、
安
留
、

柏
原
、
川
東
南
部
・

北
部（
溜
水
を
除
く
）

　
募
集
期
間　
10
月
15
日
～
30
日

▼
開
催
日（
予
定
）1
月
15
日（
水
）

　
対
象
地
区　
岩
弘
、
豊
栄

　
募
集
期
間　
12
月
15
日
～
25
日

●
全
ツ
ア
ー
共
通

　
時
間　
　
　
９
時
～
12
時

　
参
加
費　
　
５
０
０
円（
昼
食
代
）

　

�

集
合
場
所　

�

最
寄
り
の
公
民
館

　
次
回
９
月
18
日（
水
）
開
催
の
募

集
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
老
人
ク
ラ

ブ
加
入
者
は
、
各
単
老
の
会
長
さ
ん

ま
で
。
未
加
入
の
方
は
、
役
場
企
画

課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
募
集
締

切
は
、
８
月
28
日（
水
）
ま
で
。
先

着
40
名
様（
予
定
）。
早
め
の
応
募

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
連
絡
は
こ
ち

ら
ま
で
。

　
役
場
企
画
課　
担
当【
稲
森
・
山
田
】

　
☎（
６
３
）３
１
２
２

　
な
お
、
11
月
、
1
月
開
催
分
の
案

内
は
本
誌
10
月
号
、
12
月
号
で
そ
れ

ぞ
れ
改
め
て
ご
案
内
す
る
予
定
で
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

ひっとべデーの様子

大満足の「丸」ポーズ

　   東串良町地域おこし協力隊　いなっち通信　　Facebook [@higashikushira]

Facebook [@higashikushira] 東串良町地域おこし協力隊

柏原松林整備についての説明
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セーフティライフ

く に み 岳 みんなで つくろう 安全安心のまち 「車内安全運動」推進中

－ 令和元年度肝付地区防犯協会定期総会を開催 －
　肝付地区防犯協会は、令和元年5月14日、肝付町コミュニティセンター（2階青年研修室）において、令和
元年度定期総会を開催しました。当日は、肝付地区防犯協会会長（肝付町長）及び副会長（東串良町長）、肝付
警察署長、地域の各種防犯団体等の代表者、地域安全モニター代表の方々総数25人が出席しました。
　総会に先立ち、地域安全モニターに対し、感謝状・功労賞の授与並びに防犯協会理事１人の退任に伴い、
新理事に対し永野会長より辞令が交付されました。
　総会では、永野会長が、「管内の事件・事故が減少傾向にあることは皆様が防犯活動に協力をいただいてい
るおかげです。深く感謝いたします。」と挨拶、また、肝付警察署大山署長からは、犯罪情勢やうそ電話詐欺
について説明等があり、「安心して暮らせるまちづくり実現のため、地域全体で防犯対策に協力をお願いしま
す。」と挨拶がありました。
　挨拶後、議事に入り、平成30年度事業経過報告及び収支決算報告並びに令和元年度事業計画（案）及び収支
予算（案）等について、審議がなされ、いずれも原案どおり承認され、宮原副会長の閉会の挨拶で総会が終了
いたしました。
　当防犯協会では今年も車上ねらい被害防止の『車内安全運動』を重点に、うそ電話詐欺など各種犯罪抑止活
動に取り組みますので、地域住民の皆様の御協力をよろしくお願いいたします。

★春の地域安全運動期間中における防犯キャンペーン実施
　春の交通安全・地域安全運動期間中（5月11日から5月20日まで）、肝付地区防犯協会では管内4か所におい
て街頭キャンペーンを実施しました。
　５月16日、鹿児島銀行高山支店駐車場において、来店者に防犯チラシや防犯ティッシュ等の配布を行い、「う
そ電話詐欺」や「車上ねらい」等に注意するよう呼び掛けました。
　また、5月20日、午前11時から東串良町役場前、午後2時から内之浦総合支所前、午後4時から肝付町東部
消防分団詰所前において、両町（肝付町・東串良町）交通安全町民推進協議会と肝付警察署が連携し、通行ド
ライバーに対し、防犯チラシと防犯ティッシュ、飲み物等を配布し、安全運転と「安全・安心なまちづくり」
運動を展開し、事件・事故に遭わないように注意を呼び掛けました。

＊表彰者・新理事は次の方々です。
（敬称略）

功労賞 中窪　幸男 髙 山 地 区
同　上 三浦　　壽 東串良地区
感謝状 岩重　　均 同　　　 上

新理事 松田　重美 東 串 良 町
消 防 団 長

★「車内安全運動」推進中
　車上ねらいに注意！！

～鍵かけて、金置かざれば、被害なし～

被害に遭わないために
＊車内に貴重品を置かない。
＊ドアには鍵をかける。

この２点を必ず、守るようにしてください。

辞令交付 会長挨拶 署長挨拶

鹿児島銀行高山支店

内之浦総合支所前

東串良町役場前

肝付町東部消防分団詰所前

地域安全ニュース  令和元年８月号（第291号）　肝付地区防犯協会（☎６５－０１１０　内線５８３）
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新刊紹介

東串良町総合センター内 図書室　　開室時間：午前９時〜午後５時
【お問い合わせ先】総合センター　☎６３－２１２２（代）

子どもといっしょに読書の日 ８月23日（金）

一
般
書

▪「
ゆ
り
か
ご
に
聞
く
」

ま
さ
き 

と
し
か
　
著

　

新
聞
社
で
働
く
柳
宝
子
は
、

虐
待
を
理
由
に
娘
を
元
夫
に
奪

わ
れ
て
い
た
。
あ
る
日
、
21
年

前
に
死
ん
だ
は
ず
の
父
親
が
変

死
体
で
発
見
さ
れ
る
。
遺
留
品

の
中
に
残
さ
れ
て
い
た
一
通
の

手
紙
の
意
味
す
る
こ
と
と
は
…
。

ゆ
り
か
ご
だ
け
が
知
っ
て
い
る

“
罪
”を
追
う
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
。

一
般
書

▪「
麦
本
三
歩
の
好
き
な
も
の
」

住
野 

よ
る
　
著

　

図
書
館
勤
務
の
20
代
女
子
、

麦
本
三
歩
の
な
に
げ
な
く
愛
お

し
い
日
々
を
描
い
た
日
常
小

説
。
ぼ
う
っ
と
し
て
い
て
、
天

然
っ
ぽ
い
行
動
の
彼
女
は
図
書

館
の
先
輩
た
ち
に
マ
ス
コ
ッ
ト

的
に
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
彼
女
の
12
編
か
ら
な
る

物
語
。

一
般
書

▪「
キ
ュ
ー
」

上
田 

岳
弘
　
著

　
前
世
に
太
陽
と
同
じ
温
度
で

焼
け
死
ん
だ
と
話
す
少
女
が
同

級
生
だ
っ
た「
僕
」は
、
こ
の
惑

星
で
平
凡
な
医
師
と
し
て
生
き

て
い
た
。
あ
る
日「
等
国
」な
る

組
織
に
拉
致
さ
れ
…
。
タ
イ
ト

ル“
キ
ュ
ー
”の
意
味
す
る
こ
と

は
、
終
末
を
告
げ
る
合
図
な
の

か
…
。
芥
川
賞
作
家
が
綴
る
世

界
文
学
。

一
般
書

▪「
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
」

村
山 

早
紀
　
著

　
近
未
来
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
ぐ
っ
と

身
近
に
な
っ
た
頃
、
地
球
の
温
暖

化
も
進
ん
で
い
て
春
に
ひ
ま
わ

り
が
咲
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
小
学
生
の

“
愛
美
ち
ゃ
ん
”に
起
き
た
悲
し
い

出
来
事
と
は
。
表
題
作
「
ト
ロ
イ

メ
ラ
イ
」
を
含
む
３
つ
の
短
編
が

紡
ぐ
優
し
く
せ
つ
な
い
物
語
。

一
般
書

▪�「
ト
リ
ニ
テ
ィ
」窪

　
美
澄
　
著

　
50
年
前
、
出
版
社
で
出
会
っ

た
三
人
の
女
性
達
が
半
生
を
か

け
、
何
を
代
償
に
し
て
も
手
に

入
れ
よ
う
と
し
た
“
か
け
が
え

の
な
い
も
の
”
と
は
？
昭
和
・

平
成
か
ら
未
来
へ
と
繋
ぐ
希
望

の
物
語
。
第
１
６
１
回
直
木
賞

候
補
作
。

一
般
書

▪「
ひ
よ
こ
太
陽
」田

中 

慎
弥
　
著

　
切
り
詰
め
た
生
活
で
ひ
た
す

ら
小
説
を
書
く
40
代
の
男
。
書

け
な
い
日
々
が
続
き
、
い
つ
し

か
死
へ
の
誘
惑
に
取
り
つ
か
れ

た
男
に
、
あ
る
日
人
探
し
の
依

頼
が
届
く
。
妄
想
に
取
り
つ
か

れ
た
作
家
の
姿
を
描
く
私
小

説
。

児
童
書

▪「
平
成
の
天
皇
」

小
田
部 

雄
次
　（
監
）

　
２
０
１
９
年
５
月
、
退
位
し

て
上
皇
と
な
ら
れ
た
「
平
成
の

天
皇
」。
激
動
の
日
々
を
、
豊

富
な
史
料
を
も
と
に
リ
ア
ル
な

学
習
ま
ん
が
と
し
て
構
成
さ
れ

た
本
で
す
。「
昭
和
」と「
平
成
」

の
時
代
背
景
を
深
く
理
解
す
る

こ
と
に
も
繋
が
る
一
冊
。
大
人

も
知
ら
な
い
、
驚
き
と
感
動
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
満
載
で
す
。

児
童
書

▪ 「
ぼ
く
と
ニ
ケ
」片

川 

優
子
　
著

　
５
年
生
で
突
然
登
校
拒
否
に

な
っ
た
幼
な
じ
み
の
仁
菜
が
子
猫

を
拾
い“
ぼ
く
”の
家
へ
連
れ
て
き

ま
し
た
。
自
分
の
家
で
飼
え
な
い

仁
菜
に
か
わ
っ
て“
ぼ
く
”と
家
族

が
世
話
を
す
る
こ
と
に
。
獣
医
師

が
え
が
く
子
猫
と“
ぼ
く
”の
感
動

の
物
語
。
第
65
回
青
少
年
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
高
学
年
の
部

課
題
図
書
。

※ 図書室には、夏休み宿題お助けコーナーを設けてあります。是非ご利用ください。尚、学習室として利用さ
れる場合は、他の方の迷惑にならないよう、マナーを守って静かにご利用ください。

※ 毎月23日（家庭読書の日）は、お一人３冊まで借りられます。（通常は２冊まで）是非、ご利用ください。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

図書室だより
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県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校 

入
校
生
募
集

　
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
令
和
２
年

度
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

■�

募
集
科
名
＝
電
気
設
備
科（
定
員
20
名
）

■�

訓
練
期
間
＝
２
年

■�

応
募
資
格
＝
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見

込
み
者
を
含
む
）
ま
た
は
、
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

■�

願
書
受
付
＝
令
和
元
年
９
月
２
日（
月
）～

10
月
24
日（
木
）

■�

試
験
日
＝
令
和
元
年
11
月
１
日（
金
）

■�

試
験
科
目
＝
筆
記
試
験（
総
合
問
題
）及
び

面
接

■�

試
験
会
場
＝
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

※�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
７
月
24
日（
水
）、

８
月
21
日（
水
）、
９
月
11
日（
水
）、
10
月

16
日（
水
）、
11
月
６
日（
水
）に
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

�

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　
　
鹿
屋
市
川
西
町
３
４
８
２

　
　
☎
４
４

－

８
６
７
４

相
続
手
続
き
を
応
援
し
ま
す
！ 

～「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」～

　
平
成
29
年
５
月
29
日
か
ら
、
全
国
の
法
務

局
で
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で

あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る
制
度
で
す
。

　
相
続
手
続
き
で
は
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
の
戸
籍
謄
本
等
の
束
を
、
相
続
手
続
き

を
取
り
扱
う
各
種
窓
口
に
何
度
も
出
し
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、登
記
所（
法

務
局
）
に
戸
籍
謄
本
等
の
束
と
相
続
関
係
を

一
覧
に
表
し
た
図（
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
）

を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
登
記
官
が
そ

の
一
覧
図
に
認
証
文
を
付
し
た
写
し
を
「
無

料
」で
必
要
な
通
数
を
公
布
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
を
御

利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
相
続
に
関
す
る
各

種
手
続
き
に
戸
籍
謄
本
等
の
束
を
何
度
も
出

し
直
す
必
要
が
な
く
な
り
、
預
貯
金
の
払
い

戻
し
等
、
各
種
相
続
手
続
き
に
か
か
る
負
担

が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/
hom

u/page7_000013.htm
l

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　

�

鹿
児
島
地
方
法
務
局�

鹿
屋
支
局�

☎
４
３

－

６
７
９
０

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ 

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
へ
の
参
加
募
集
の
案
内

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受

け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
10
万
円
。

　
平
成
30
年
度
参
加
者
を
除
き
、
複
数
回
の

応
募
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
者
の
高
齢
化
を
考
慮
、
看
護
師
が
同

行
し
ま
す
。

　
実
施
地
域
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

・
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島

・
フ
ィ
リ
ピ
ン

・
マ
リ
ア
ナ
諸
島

・
ミ
ャ
ン
マ
ー

・
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

・
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

・
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

・
中
国

・
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

・
ミ
ャ
ン
マ
ー

※�

日
程
の
詳
細
等
・
申
込
み
に
つ
い
て
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

�【
日
程
等
】日
本
遺
族
会
事
務
局�

☎
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

　
　

�【
申
込
】鹿
児
島
県
遺
族
会�

☎
０
９
９

－

８
１
２

－

８
２
９
２

■�

移
動
援
護
相
談
と
は

　
戦
傷
病
者
や
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
す

る
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
す
る
疑
問
等
に
つ

い
て
、
県
庁
社
会
福
祉
課
の
職
員
が
、
直
接
、

県
民
の
皆
様
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
に
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■�

相
談
内
容

・
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

・
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

・
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

・
援
護
年
金

・
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料

・�

そ
の
他
、
日
頃
か
ら
援
護
や
軍
人
恩
給
に

関
し
て
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

■��

相
談
日
時
＝
令
和
元
年
９
月
26
日（
木
）11

時
～
14
時
30
分

■�

会
場
＝
東
串
良
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■�

そ
の
他

・�

事
前
の
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
会
場

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・�

相
談
内
容
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち
の
方

は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・�

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
鹿
児
島
県>

健
康
・

福
祉>

社
会
福
祉>

恩
給
・
援
護
）
に
も
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

�

県
庁
社
会
福
祉
課
恩
給
係�

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
８
２
８

問

問

問問

戦
没
者
の
ご
遺
族
や
旧
軍
人
の

皆
様
へ

令
和
元
年
度
移
動
援
護
相
談
の
ご
案
内

問

掲
示
板

く
ら
し
の
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東
串
良
町
短
歌
会

投
　
稿

短
歌
会
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

短
歌
会
で
は
、
町
内
外
の
皆
様
で
、
故
郷
へ
の
想
い
や
日

常
の
素
朴
な
題
材
を
詠
っ
た
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
永
田
：
６
３

－

２
３
８
５
）

痛
ま
し
い 

日
々
の
誌
面
を 

変
え
て
ゆ
く

　
大
谷
活
躍 

サ
イ
ク
ル
ヒ
ッ
ト
で 

永
田
　
康
朗

「
お
早
よ
う
」と 

語
る
あ
な
た
が 
今
日
も
居
て

　
庭
に
花
・
花
・
あ
な
た
の
花
よ

　 
藤
元
　
美
保
子

人
気
な
き 

裏
道
通
れ
ば
川
沿
い
の

　
無
人
の
垣
根
に 

紫
陽
花
盛
る 

松
矢
　
京
子

ス
ー
パ
ー
の 

惣
菜
売
場
で 

老
夫
婦

　
あ
れ
こ
れ
選
ぶ
を 

我
ほ
っ
こ
り
と

 

柚
木
原
　
み
つ
え

も
て
は
や
さ
れ
し 

桜
は
も
は
や 

葉
桜
と
な
り

　
仰
ぎ
見
る 

人
も
な
く 

福
永
　
康
子

梅
雨
の
夜 

雨
音
光
る
窓 

ふ
と
ん
被
り
て

　
抱
く
枕
か
な 

田
之
畑
　
稔

郷
愁
（
八
月
）　

高
崎　

唯
子

串
良
川

　
東
西
分
け
て

　
　
ゆ
だ
ち
か
な

　
律り

つ

令り
ょ
う

時じ

代だ
い

の
串く

し

良ら

郷ご
う

が
東
西
に
分
裂

し
た
経
緯
は
さ
て
置
き
、
馬
の
背
を
分

け
る
と
比
喩
さ
れ
る
夕
立
が
。

　
串
良
川
を
境
に
彼
方
は
雨
、
此
方
は

晴
れ
の
例
は
よ
く
あ
る
。
そ
の
西
串
良

は
更
に
遠
く
な
っ
た
。

遠え
ん

泳え
い

や

　
赤あ
か

帽ぼ
う

波
に

　
　
浮
き
沈
み

　
嘗
て
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
わ
が
国

で
は
、
誰
も
が
泳
げ
る
よ
う
に
と
国
民
皆

泳
が
推
奨
さ
れ
た
。
柏
原
小
学
校
で
も

現
在
石
油
備
蓄
基
地
に
な
っ
て
い
る
周

辺
の
海
で
赤
帽
を
被
り
遠
泳
を
行
っ
た

も
の
だ
。

※�

各
句
内
の
季
語

※

※

★保護者から一言★

まさき １歳のお誕生日おめでとう♪
お兄ちゃんとお姉ちゃんに負けないように
これからも健康で元気にすくすく
大きくなーれ！！
父・母より

別府 雅
ま さ

稀
き

ちゃん

満一歳
すこやかスナップ
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子育て支援センター ひまわり館

ひまわり通信
ひまわりカレンダー【８月13日～９月12日予定表】

★ 午前 10 時～午後３時の間なら、何時でも自由に利用できます。
　（カレンダ－記載の活動は午前中に行っています。）
★ ０歳から就学前のお子様をお持ちの方ならどなたでも、無料でご利用できます。（町外可）

■お問い合せ先 東串良町委託事業子育て支援センター
 ひまわり館（青葉保育園内）　
 ☎（３５）１５５５

日 月 火 水 木 金 土

13 14 15 16 17

自由あそび 休館 休館 親子でエアロビ
（総合センター） 休館

18 19 20 21 22 23 24

休館 身体測定
（未就園児）

親子で体操
（総合センター） 休館 魚釣り

ゲームをしよう プールあそび 休館

25 26 27 28 29 30 31

休館 ヘアアクセを作ろう
（未就園児） プールあそび 休館 ベビーマッサージ お楽しみ会 休館

9/1 2 3 4 5 6 7

休館 カレンダー作り 風船あそび 休館 はじめましての日 親子でエアロビ
（総合センター） 休館

8 9 10 11 12

休館 トンネル遊び 敬老の日
プレゼント作り 休館 折り紙あそびとお茶

（ひっとべ館）

戸
籍
の
窓
『
戸
籍
の
窓
』
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
役
場
住
民
課

窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

６
月
13
日
～
７
月
12
日

町
社
協
だ
よ
り
（
7
月
12
日
現
在
）

◎�

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
豊
栄
四
の
故･

堀
口
文
男
さ
ん
の
ご
遺
族

　

堀
口
ト
ヨ
さ
ん
か
ら

▼
別
府
原
一
の
故･

山
中
一
美
さ
ん
の
ご
遺
族

　

山
中
耕
作
さ
ん
か
ら

▼
柏
原
二
下
二
の
故･

丸
田
ナ
ツ
ヱ
さ
ん
の
ご

　

遺
族
丸
田
満
彦
さ
ん
か
ら

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

年
齢

九
二

九
○

九
二

　
氏
　
名

堀
口　

文
男

山
中　

一
美

丸
田　

ナ
ツ
ヱ

振
興
会

豊

栄

四

別
府
原
一

柏
原
二
下
二

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
氏
　
名

福
ヶ
迫 

由ゆ

依い

池
田
　 

琉り
ゅ
う

晟せ
い

髙
野
　 

友ゆ
う
と翔

山
下 

依い

ち

か
千
花

本
白
水
　 

煌こ
う

保
護
者

卓
弘

由
起
子

祐
一郎

幸
江

竜
一

聖
実

武
士

和
泉

将
太彩

振
興
会

池
之
原
下
西

第
二
に
ぎ
や
か

タ
ウ
ン
池
之
原

別
府
原
西

新
川
西
上
一

溜

水

中

７月１日現在／人口の動き
（外国人を含む）

女
（
（

）
）

－１
－６

（ ）
）（

男

合　計
世帯数

3,497

3,257
6,629

3,132
当月 （前月比）

転　入　16 人
転　出　20 人

出　生  　6 人
死　亡  　9 人

前月

3,503
3,133

6,636
3,264

－７
－７

● 退去をされる方は、1 ヶ月前までに
ご連絡ください。

● 団地（敷地内）での雑草等の処理を 
お願いします。

【お問い合わせ】
　役場建設課管理係 
　☎ 63-3126　内線 236

● 申し込まれる方は８月20日（火）までに
下記お問い合わせ先へご連絡ください。

公営住宅空き情報
（令和元年8月10日現在）

〔公営〕第二池之原団地 １戸
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こよみ CALENDAR

課　　　名 直通番号
住 民 課 ６３－３１０２
福 祉 課 ６３－３１０３
税 務 課 ６３－３１０９
会 計 室 ６３－３１２１
総 務 課 ６３－３１３１
企 画 課 ６３－３１２２
農 林 水 産 課 ６３－３１２３
農 地 課 ６３－３１２９
建 設 課 ６３－３１２６
農 業 委 員 会 ６３－３１２９
議 会 事 務 局 ６３－３１３２
監 査 委 員 室 ６３－３１３２
管 理 課 ６３－３１３３
社 会 教 育 課 ６３－３１３４

東串良町役場ダイヤルイン番号

：市街地区ごみ収集
　7：00～8：00

：農村地区ごみ収集
　7：00～8：00

：その他燃やせないごみ収集
　7：00～8：00

：ストックヤード（電池・電球・体温計等）
　7：00～8：00

：資源ごみ収集
　7：00～8：00

：資源ごみ中央収集
　9：00～12：00　13：00～16：00

ごみ収集 清掃センター （63）0168

役 場
保 健 セ ン タ ー
総 合 セ ン タ ー
総 合 体 育 館
町 民 運 動 場
多 目 的 広 場
屋内ゲートボール場
池 之 原 小 学 校
柏 原 小 学 校
東 串 良 中 学 校
農村環境改善センター
福 祉 セ ン タ ー
地域包括支援センター
物 産 館
に こ に こ 館
柏原簡易郵便 局
有機堆 肥センター

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

（63）3131
（63）3131
（63）2122
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）2048
（63）8504
（63）2071
（63）8881
（63）4760
（63）0930
（62）8701
（63）0280
（63）0281
（63）4507

池
柏
東
改
福

総
体
運
多
屋

役
保

福
物
に
に

AED
AED
AED
AED

AED
AED
AED

AED

AED

農

●発行／東串良町企画課　　　　●発行日／令和元年８月13日
〒893-1693　鹿児島県肝属郡東串良町川西1543　☎0994-63-3122　Fax 0994-63-3138
東串良町ＨＰ　http://www.higashikushira.com　E-mail　kikaku@higashikushira.com

無料アプリ「マチイロ」で広報東くしら配信中！▶ 【 android 用 】【 ios 用 】

※変更される場合があります。ご注意ください。

日 行　　　　事 ごみ

日 行　　　　事 ごみ
28
水

13
火

29
木

　母子健康相談　13：00 ～

14
水

30
金

15
木

31
土

16
金

１
日

17
土

・祇園祭  
２
月

　医師会健診　7：30 ～

18
日

３
火

　医師会健診　7：30 ～

19
月

福 いきいき体操　9：00 ～ ４
水

　医師会健診　7：30 ～

20
火

　３歳児健診　13：00 ～ ５
木

21
水

６
金

22
木

７
土

23
金

　 ペンギン学級　13：00 ～ ８
日

24
土

９
月

福 いきいき体操　9：00 ～

25
日

・東串良 SUMOU！！チャレンジ 10
火

　 シャボン玉教室　12：45 ～

26
月

福 いきいき体操　9：00 ～ 11
水

27
火

12
木

保

保

総

改

保

保

保

８/13　９/12消防案内　0994-43-0119（テープ）
日曜・祝日・夜間等

急患のための当番医です。
－�火事・救急は『１１９』番へ�－

水道漏水当番
63-2454８月 ( 株 ) 吉留組
63-8439９月 立石電気水道設備

日曜在宅医当番
63-201011日 新中須医院

25日 児玉医院 63-8522
58-6025９月1日 小浜クリニック

65-117018日 春陽会中央病院

65-81818日 山内クリニック

８月の納税等

★納期限までに納入しましょう。
（９月２日）口 座 引 落 日

町 県 民 税 （　２　期　）
国民健康保険税 （　２　期　）
後期高齢者保険料 （　２　期　）
介 護 保 険 料 （　２　期　）


